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八
　
国
際
協
力
・
交
流
の
推
進

○
国
際
教
育
協
力
体
制
の
整
備

　
国
際
社
会
が
途
上
国
に
対
す
る
教
育
分
野
で
の
支
援
を
強
化
す
る

世
界
的
な
潮
流
が
生
ま
れ
て
い
る
中
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、

文
部
科
学
大
臣
の
私
的
懇
談
会
と
し
て
設
置
さ
れ
た
国
際
教
育
協
力

懇
談
会
に
お
い
て
平
成
一
四
年
七
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
最
終
報
告
の

も
と
、
我
が
国
の
開
発
協
力
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の

成
果
を
我
が
国
の
教
育
の
改
善
に
役
立
て
る
た
め
、
以
下
の
施
策
を

重
点
的
に
展
開
し
て
い
る
。

①
大
学
に
お
け
る
国
際
開
発
協
力
を
促
進
す
る
た
め
の
「
国
際
開
発

　
協
力
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」

　
大
学
に
よ
る
国
際
開
発
協
力
へ
の
取
組
、
特
に
契
約
に
基
づ
く
国

際
開
発
協
力
を
推
進
す
る
た
め
「
国
際
開
発
協
力
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
」
事
業
を
平
成
一
五
年
度
か
ら
推
進
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
我
が
国
の
大
学
は
、
教
員
・
研
究
者
の
派
遣
や
研
修

員
の
受
入
れ
な
ど
、
J
I
C
A
事
業
へ
の
協
力
等
を
通
じ
た
国
際
貢

献
を
行
っ
て
き
た
が
、
国
立
大
学
の
法
人
化
を
機
に
、
大
学
等
教
育

研
究
機
関
と
内
外
の
援
助
機
関
（
ま
た
は
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

と
の
契
約
に
よ
る
途
上
国
へ
の
国
際
開
発
協
力
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。　
こ
の
た
め
、
本
事
業
の
一
環
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
受
託
や
契

約
に
関
す
る
情
報
の
収
集
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
大
学
と
援
助

機
関
等
と
の
関
係
構
築
や
「
国
際
開
発
協
力
の
た
め
の
大
学
等
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
整
備
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
、
大
学
の
実
践
的
な
教
育
研
究
が
推
進
さ

れ
、
ま
た
、
我
が
国
の
知
的
資
源
が
一
層
活
用
さ
れ
、
日
本
の
関
係

者
に
よ
る
開
発
協
力
へ
の
取
組
に
対
す
る
国
際
的
な
評
価
が
高
ま
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

昭
…
。
　
冥
6
ミ
類
妻
類
あ
o
や
日
o
図
叶
α
Q
o
ら
℃
b
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国
際
機
関
等
に
勤
務
す
る
邦
人
職
員
に
よ
る
大

　
　
学
講
義

　
　
．
．
＝
昌
O
．
。
国
き
と
は
、
国
際
機
関
等
に
勤
務
す
る
邦
人
職
員
が
日
本

　
の
大
学
の
教
壇
に
立
ち
、
平
和
構
築
、
紛
争
解
決
と
い
っ
た
グ
ロ
ー

　
バ
ル
な
課
題
に
つ
い
て
、
実
務
家
の
視
点
か
ら
学
生
に
講
義
す
る
こ

　
と
で
、
国
際
的
な
舞
台
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
も
の
で

　
あ
る
。

　
　
具
体
的
に
は
、
文
部
科
学
省
・
外
務
省
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
大
学
・
邦

　
人
職
員
に
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
国
際
開
発
協
力
サ
ポ
ー
ト
・

望展
セ
ン
タ
ー
（
①
参
照
）
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
取
組
に
関
心
の
あ
る

の
国
際
機
関
等
に
勤
務
す
る
邦
人
職
員
の
登
録
、
大
学
か
ら
の
集
中
講

政行
義
等
の
募
集
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
邦
人
職
員
に
対
す
る
各
大
学

育教
の
募
集
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
う
仕
組
み
で
あ
る
。
一
時
帰
国
の
際

等
の
夏
期
集
中
講
義
や
特
別
講
義
、
更
に
は
一
定
期
間
の
任
期
付
教
員

高度
と
し
て
の
講
義
と
い
っ
た
形
態
に
よ
る
実
践
的
な
教
育
の
提
供
を
期

年
8
待
し
て
い
る
。
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

て成
日
登
＼
≧
≦
奎
。
。
。
マ
営
窪
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ρ
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一
忌
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睾
窪
目
）

席礁

③
紛
争
終
結
後
の
国
の
教
育
復
興
支
援

　
紛
争
終
結
後
の
国
々
に
長
期
的
・
安
定
的
発
展
を
も
た
ら
す
た

め
、
国
民
生
活
、
経
済
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
の
基
盤
と
な
る
教
育

分
野
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
は
、
J
I
C
A
協
力
の
枠
組
み
に
よ

り
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
奈
良
女
子
大
学
を
含
む
五
女
子
大
学
が

実
施
す
る
女
子
教
育
の
振
興
の
た
め
の
女
子
教
育
者
研
修
、
東
京
大

学
に
よ
る
カ
ブ
ー
ル
医
科
大
学
を
通
じ
た
医
学
教
育
支
援
、
筑
波
大

学
に
よ
る
障
害
児
教
育
支
援
、
鳴
門
教
育
大
学
を
中
心
と
す
る
教
師

教
育
強
化
支
援
等
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
農
工
大
学
等
に

よ
る
カ
ブ
ー
ル
大
学
支
援
な
ど
、
高
等
教
育
の
再
建
・
復
興
を
図
る

た
め
、
研
究
者
、
留
学
生
の
受
入
れ
な
ど
、
我
が
国
の
大
学
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
大
学
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
、

岐
阜
大
学
に
よ
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
立
大
学
工
学
部
へ
の
支
援
を
進

め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
現
在
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
近
年
の
開
発
途
上
国

の
教
育
開
発
に
対
す
る
国
際
世
論
の
高
ま
り
や
、
感
染
症
・
災
害
・

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
地
球
規
模
の
問
題
の
顕
在
化
等
を
踏
ま
え
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た
国
際
協
力
等
を
検
討
す
る
た
め
、
本
年
二
月
か
ら
新
た
に
「
国
際

教
育
協
力
懇
談
会
（
座
長
・
木
村
孟
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構

長
）
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
懇
談
会
に
お
い
て
は
、
（
一
）
今
後
の
国
際
教
育
協
力
の
あ
り
方
、

（
二
）
国
際
協
力
に
お
け
る
大
学
等
が
有
す
る
「
知
」
の
活
用
等
を

議
題
に
懇
談
を
進
め
、
本
年
夏
頃
ま
で
に
今
後
の
施
策
の
方
向
性
に

つ
い
て
ご
報
告
を
頂
く
予
定
で
あ
る
。

〇
二
国
間
交
流
の
推
進

　
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
文
化
協
定
等
に
基
づ
き
、
二
国
問
教

育
交
流
を
推
進
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
日
米
間
に
お
い
て
は
、
日
米
教
育
交
流
計
画
（
フ
ル
ブ

ラ
イ
ト
計
画
）
に
よ
り
学
生
・
研
究
者
等
の
交
流
の
た
め
の
分
担
金

を
拠
出
し
て
い
る
ほ
か
、
平
成
八
年
の
日
米
両
国
首
脳
の
合
意

（
「
日
米
国
民
交
流
」
の
推
進
の
た
め
の
包
括
的
取
組
）
の
一
環
と
し

て
、
（
一
）
米
国
教
員
等
の
我
が
国
へ
の
招
へ
い
、
（
二
）
「
マ
ス
タ

ー
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
招
へ
い
米
国
教
員
等
を
受

入
れ
た
地
方
自
治
体
の
教
員
等
が
米
国
を
訪
間
）
、
（
三
）
「
日
米
理

科
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㌔
フ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
こ
れ
ま
で
の
教
員
交
流

等
を
踏
ま
え
て
、
理
科
教
育
の
向
上
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
、
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
）
、
を
内
容
と
す
る
「
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
・
メ

モ
リ
ア
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
対
し
、
必
要
な
拠
出
等
を
行
っ
て
い

る
。

○
国
際
機
関
を
通
じ
た
協
カ

　
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
は
、
教
育
・
科

学
・
文
化
の
分
野
に
お
け
る
国
際
協
力
の
促
進
を
通
じ
て
平
和
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
連
専
門
機
関
で
あ
る
。

　
我
が
国
は
、
学
生
・
教
員
等
の
交
流
事
業
へ
の
協
力
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
を
中
心
と
し
た
開
発
途
上
国
の
教
育
分
野
へ
の
協
力
、

国
際
的
な
共
同
研
究
や
学
際
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ
の
参
加
、
世
界

遺
産
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
遺
産
の
保
存
協
力
等
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諸

事
業
に
信
託
基
金
の
拠
出
や
専
門
家
の
派
遣
等
を
通
じ
て
積
極
的
に

参
加
し
て
い
る
。

　
O
E
C
D
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
で
は
、
P
I
S
A
（
生
徒
の

学
習
到
達
度
調
査
）
を
は
じ
め
、
各
種
の
比
較
分
析
及
び
調
査
・
研

究
な
ど
の
教
育
事
業
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
日
本
か
ら
も
積
極
的

に
参
加
・
協
力
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
高
等
教
育
分
野
で
は
、
O
E
C
D
で
取
り
上
げ
る
べ
き
優
先
課
題

で
あ
る
と
の
加
盟
国
間
の
共
通
認
識
の
も
と
、
高
等
教
育
に
関
す
る
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各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。
我
が
国
と
し
て
も
、
「
高

　
等
教
育
政
策
レ
ビ
ュ
ー
」
、
「
学
習
科
学
と
脳
研
究
」
な
ど
の
事
業
に

　
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
二
〇
〇
六
年
六
月
末
に
は
、
五
年
に
一
回
の
公
式
大
臣
会
合
が
ギ

　
リ
シ
ャ
・
ア
テ
ネ
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
か
ら

　
の
五
年
問
の
O
E
C
D
教
育
事
業
の
方
向
性
が
策
定
さ
れ
る
ほ
か
、

　
教
育
担
当
大
臣
の
率
直
な
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
高
等
教
育
」

　
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
加
盟
各
国
に
お
け
る
高
等
教
育
改
革
の
視
点
や

　
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
O
E
C
D
に
お
け
る
高
等

　
教
育
政
策
に
関
連
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
成
や
優
先
付
け
に
活
か

望展
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

の
　
　
ま
た
、
世
界
が
直
面
す
る
地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
学
術
面
で
貢

政行
献
す
る
国
連
大
学
に
は
「
ア
フ
リ
カ
教
育
支
援
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

育教
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
二
〇
世
紀
の
ア
フ
リ
カ
開
発
の
反
省
及
び
二

等
　
一
世
紀
初
頭
の
国
連
王
導
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
関
す
る
諸
問
題
を
実

高度
際
的
に
分
析
・
整
理
し
、
基
礎
教
育
及
び
そ
れ
と
不
可
分
の
高
等
教

年8
育
の
機
能
強
化
に
よ
り
、
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
M
D
G
s
）
」
、

て成
「
万
人
の
た
め
の
教
育
（
E
F
A
）
」
、
「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
の
た

平
・
め
の
教
育
（
E
S
D
）
の
一
〇
年
」
の
目
標
達
成
に
貢
献
し
て
い
く

集特
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
必
要
な
資
金
を
拠
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
、
A
P
E
C
（
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
経
済
協
力
）
の
教
育
・

科
学
分
野
で
の
調
査
・
研
究
事
業
へ
の
参
加
・
協
力
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
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